
個人トータル表

男　子 令和5年6月25日 14:30 開始

決勝

◎ 22 18
100 26 15 74

30 19
22 22

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 佐藤　友 27 0 12 3 1 0 稲垣　圭亮 - - - - -

* 5 瀬川　琉久 21 1 7 4 2 * 4 ﾝﾜﾝｸｫ ﾁﾈﾄﾞｩ ｺﾞｯﾂｳｨﾙ 17 0 7 3 4 TO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

6 稲垣　叶大 - - - - - 10 ｴﾍﾞﾌﾞﾈ ﾁﾌﾞｿﾞ ｼﾞｬﾌｪｯﾄ 4 0 2 0 1 TeamA : : : : : : : : :

7 十川　虎之介 0 0 0 0 0 11 池野　照汰 - - - - - TeamB 12:08 14:23 28:21 33:52 : : : : :

8 小泉　広翔 3 1 0 0 0 * 17 福田　光星 20 0 10 0 0

9 竹内　龍ノ介 4 0 2 0 0 * 23 酒瀬川　和也 14 3 2 1 2

10 南川　陸斗 5 1 1 0 1 54 川島　恭平 - - - - -

11 伊計　叶貴 3 1 0 0 0 27 杉本　瑛太 - - - - -

* 12 飯田　流生 5 1 0 2 0 * 32 影山　獅恩 0 0 0 0 0

* 13 佐藤　凪 28 4 8 0 1 35 酒井　優 0 0 0 0 2

14 瀧川　隼汰 - - - - - * 37 松本　星希 19 5 2 0 0

15 ナトゥリ　オンケン　ベナミネ 4 0 2 0 1 58 藤井　晴斗 - - - - -

16 小野寺　星夢 - - - - - 71 石司　唯人 0 0 0 0 1

17 松島　慎弥 0 0 0 0 0 95 松井　翔希 - - - - -

* 18 カンダ　マビカ　サロモン 0 0 0 0 4 98 加　春樹 0 0 0 0 0

ｺｰﾁ 大澤　徹也 ｺｰﾁ 森本　正

Aｺｰﾁ 山﨑　健太郎 Aｺｰﾁ 坂本　洋志

合　　　計 100 9 32 9 10 合　　　計 74 8 23 4 10

クルーチーフ： 小畑　治

1stアンパイア： 大溝　貴広 2ndアンパイア： 矢野　涼介 戦評： 記録： 王寺工業高校

3rd
4th

1st
東山

第70回近畿高等学校バスケットボール大会
 

Ａ

2nd

ジェイテクトアリーナ奈良

阪南大学

３・４Q

武村　拓

１・２Q

（京都） （大阪）
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得点経過 東山 阪南大学

〔 戦 評 〕
東山＃４佐藤・＃５瀬川・＃１２飯田・＃１３佐藤・＃１８サロモン

阪南大学＃４ゴッツウィル・＃１７福田・＃２３酒瀬川・＃３２影山・＃３７松本

第１Q、両チーム、マンツーマンでゲームスタート。立ち上がり両チームよもシュートが決まらず緊迫した展開

が続く。開始3分で東山佐藤のゴール、瀬川の華麗なアシストで抜け出しを図る。流れを渡したくない阪南大学

が松本の３Ｐシュートを皮切りに反撃に出る。両チーム拮抗した試合展開の中、東山佐藤の連続ゴールで東山

が流れを掴む。対して阪南大学もゴッツウィルを中心に得点を重ね、両者譲ることなく２２－１８と東山リー

ドで第１Qが終了。

第２Qに入ってもなお、落ちる気配のない東山佐藤の猛攻に阪南大学はたまらずタイムアウト。阪南大学は１－

３－１ゾーンを敷き、流れを引き戻しにかかるが、東山佐藤がゴール下で落ち着いて得点を重ねる。差を詰め

たい阪南大学だが、ゴッツウィルのファウルトラブルにより勢いに乗ることができない。しかし、交代で出た

＃１０ジャフェットの奮起、ダンクシュートを含めた連続得点により阪南大学を盛り立てる。途中、２２点ビ

ハインドまで引き離された阪南大学が終盤に意地を見せ４８－３３と東山が１５点リードで前半が終了。

第３Q、後半先に流れを掴んだのは阪南大学、酒瀬川、松本がファストブレイクから連続得点。しかし、試合巧

者東山、瀬川が阪南大学のゾーンに対して落ち着いて得点を積み重ねる。なんとか望みを繋ぎたい阪南大学に

好機が訪れる。残り３分でサロモンが痛恨の４ファウルでベンチに下がる。ここでインサイドをこじ開けたい

阪南大学はゴッツウィルにボールを集めるが、代わって入った東山＃１５ベナミネを中心に守りを固め、阪南

大学のオフェンスをシャットアウト。第３ピリオドだけで３０得点をあげた東山がリードを２５点と阪南大学

を突き放し、７８－５２で第３Q終了。

第４Qに入っても東山の手は緩まない。高い集中力でルーズボールを譲らず、得点を積み重ねていく。なんとか

反撃に出たい阪南大学は松本の３Pシュートに望みを託していく。しかし、東山の徹底マークに苦しいショット

を強いられ、差を詰めることができない。佐藤、瀬川を中心に終始走り続けた東山が１００点ゲームで勝利を

収めた。
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